
永塚誠一氏近畿経済産業局長
マ
ッ
チ
ン
グ
活
性
化
期
待

　
―
近
畿
経
済
の
現
状
を
ど
う

み
て
い
ま
す
か
。

　
「
昨
年

月
ベ
ー
ス
の
指
標

で
は
横
ば
い
の
判
断
。
全
国
的

に
は
上
向
き
感
も
出
て
き
て
い

る
が
、
こ
れ
は
リ
ー
マ
ン
・
シ

ョ
ッ
ク
で
落
ち
込
ん
だ
自
動
車

関
連
の
生
産
が
持
ち
直
し
上
昇

へ
転
じ
た
た
め
。
近
畿
は
自
動

車
の
落
ち
込
み
が
小
さ
か
っ
た

半
面
、
増
え
方
も
小
さ
い
。
四

半
期
ベ
ー
ス
の
鉱
工
業
生
産
は

―

月
も
７
―
９
月
に
続
き

マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
慎
重
に
見

た
。
た
だ
、
先
行
き
も
う
一
段

底
割
れ
す
る
と
い
っ
た
懸
念
は

薄
ら
い
で
き
た
。
悩
ま
し
い
の

は
消
費
で
、
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の

駆
け
込
み
需
要
や
政
策
要
因
が

あ
っ
て
実
力
を
見
極
め
に
く

い
」

　
―
中
長
期
の
見
通
し
に
つ
い

て
は
。

　
「
近
畿
は
産
業
構
造
的
に
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
て
お
り
、
中
で

も
強
い
産
業
が
ど
う
頑
張
れ
る

か
だ
。
そ
の
一
つ
が
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
や
液
晶
、
発
光
ダ

イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

関
連
な

ど
の
電
子
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

で
、
国
の
低
炭
素
型
雇
用
創
出

産
業
立
地
推
進
補
助
で
も
２
０

０
９
年
度
補
正
予
算
約
３
０
０

億
円
の
う
ち

％
弱
が
近
畿
向

け
。

年
度
予
備
費
１
１
０
０

億
円
の
う
ち
で
も
近
畿
の
案
件

が
件
数
で
約

％
を
占
め
る
。

特
に
電
池
は
情
報
機
器
や
大
型

の
自
動
車
用
な
ど
用
途
が
多
岐

に
わ
た
り
、
近
畿
の
電
池
や
家

電
メ
ー
カ
ー
と
自
動
車
メ
ー
カ

ー
が
組
ん
で
大
型
投
資
へ
乗
り

出
す
ケ
ー
ス
が
多
い
。
す
そ
野

も
結
構
広
く
、
化
学
関
連
な
ど

で
投
資
も
出
て
い
る
」

　
「
研
究
機
関
も
充
実
し
、
電

池
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
小

久
見
善
八
京
都
大
学
特
任
教
授

な
ど
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
も
多

い
。
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ

８
や
建

設
中
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
ほ
か
、
次
世
代
蓄
電
池

開
発
、
蓄
電
池
材
料
の
性
能
・

特
性
評
価
技
術
な
ど
魅
力
的
な

新
研
究
・
拠
点
整
備
も
進
ん
で

い
る
」

　
―
九
州
新
幹
線
全
線
開
通
の

影
響
は
。

　
「
産
業
集
積
の
違
い
は
あ

れ
、経
済
は
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
。自

動
車
工
場
の
多
い
九
州
が
伸
び

れ
ば
、
近
畿
の
素
材
や
部
品
産

業
に
も
波
及
す
る
。九
州
新
幹

線
の
新
型
車
両
は
神
戸
の
川
崎

重
工
業
が
製
造
し
て
い
る
し
、

大
阪
―
鹿
児
島
間
を
３
時
間
台

で
行
け
る
心
理
的
影
響
は
大
き

い
。九
州
と
近
畿
の
企
業
の
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
も
よ
り
活

性
化
す
る
と
期
待
し
て
い
る

加藤元彦氏四国経済産業局長
環
瀬
戸
内
海
で
連
携
を

　
―
四
国
経
済
の
現
状
を
ど
う

見
て
い
ま
す
か
。

　
「
自
動
車
関
連
の
大
き
な
工

場
が
な
い
の
で
、
他
の
地
域
に

比
べ
る
と
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
時
の
落
ち
込
み
が
少
な
い

分
、
持
ち
直
し
も
う
ま
く
進
ん

で
い
る
印
象
だ
。
今
、
景
気
低

迷
前
の
水
準
と
比
較
す
る
と
、

回
復
度
合
い
は
６
割
程
度
と
み

て
い
る
」

　
「
一
方
、
外
需
に
目
を
向
け

る
と
、
や
は
り
中
国
な
ど
ア
ジ

ア
向
け
は
今
後
へ
の
期
待
感
が

大
き
い
。
製
造
業
の
経
営
者
に

話
を
伺
う
と

こ
れ
か
ら
落
ち

込
む

と
考
え
る
人
は
少
な

く
、
輸
出
が
増
え
る
と
み
る
人

が
多
い
。
四
国
経
済
産
業
局
の

鉱
工
業
生
産
指
数
で
直
近
の
基

調
判
断
を
横
ば
い
と
し
て
い

る
が
、
で
き
る
だ
け
早
く

持

ち
直
し
の
動
き

に
変
わ
る
よ

う
に
期
待
し
た
い
」

　
―
中
小
企
業
の
景
況
感
に
つ

い
て
は
。

　
「
悪
化
す
る
と
考
え
る
企
業

の
割
合
が
減
少
し
て
い
る
が
、

改
善
は
緩
や
か
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
た
だ
、
小
粒
で
も
光

る
企
業
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ

ッ
ク
も
環
太
平
洋
連
携
協
定

Ｔ
Ｐ
Ｐ

も
気
に
せ
ず
に
、

し
っ
か
り
稼
い
で
い
る
と
思

う
」

　
―
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業
も
多

い
の
が
特
徴
で
す
。

　
「
四
国
に
は
元
気
あ
る
企
業

が
多
い
。
た
だ
、
そ
の
企
業
は

今
ま
で
に
大
変
な
苦
労
を
し
て

い
る
が
、
そ
れ
が
一
社
一
社
の

動
き
で
し
か
な
い
イ
メ
ー
ジ

だ
。
企
業
も
自
社
だ
け
で
な

く
、
四
国
全
体
を
持
ち
上
げ
る

動
き
を
出
す
こ
と
が
必
要
だ
。

と
が
っ
た
ピ
ー
ク
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
全
体
の
山
を
形
成
す
る

八
ケ
岳
構
想
で
、
異
業
種
同

士
の
協
業
を
支
援
し
た
い
」

　
―
支
援
策
は
。

　
「
次
世
代
を
狙
う
産
業
を
育

て
る
こ
と
だ
。
四
国
の
代
表
的

産
業
に
紙
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例

え
ば
、
電
池
の
セ
パ
レ
ー
タ
ー

用
な
ど
、
い
ろ
ん
な
機
能
を
持

つ
紙
を
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
提

案
し
た
い
」

　
―
西
日
本
の
他
地
域
と
の
連

携
面
に
つ
い
て
は
。

　
「
い
か
に
外
と
つ
な
が
る

か
。
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
の
行

き
来
を
四
国
外
に
広
げ
る
動
き

が
不
可
欠
。
典
型
例
は
観
光
と

い
え
る
。
モ
ノ
づ
く
り
や
一
般

産
業
で
も
瀬
戸
内
海
は
昔
か
ら

の
物
流
の
動
脈
。
環
太
平
洋
な

ら
ぬ
還
瀬
戸
内
海
と
し
て
、

近
隣
の
エ
リ
ア
同
士
が
ウ
ィ
ン

―
ウ
ィ
ン
の
関
係
を
築
く
こ
と

だ
」

九
州
経
済
産
業
局
長
滝
本
徹
氏九州の一体感向上望む

　
―
九
州
新
幹
線
へ
の
期
待
を

教
え
て
下
さ
い
。

　
「
開
業
で
九
州
の
一
体
感
が

強
ま
り
、
関
西
以
西
と
の
交
流

が
深
ま
る
こ
と
に
期
待
す
る
。

ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
海
外
か

ら
の
観
光
客
も
増
え
る
だ
ろ

う
。
九
州
全
体
の
期
待
や
高
揚

を
感
じ
て
い
る
」

　
―
九
州
経
済
の
現
況
は
。

　
「
生
産
は
２
０
１
０
年
９
月

―

月
で
落
ち
込
ん
だ
が
、

月
―

年
１
月
あ
た
り
か
ら
持

ち
直
し
の
動
き
が
見
ら
れ
る
。

エ
コ
カ
ー
補
助
金
打
ち
切
り
の

反
動
は
、
各
社
新
車
発
売
で
対

策
を
講
じ
た
。
半
導
体
も

月

は
少
し
上
向
い
た
。
輸
出
は
堅

調
。
消
費
や
雇
用
も
弱
い
が
、

持
ち
直
し
の
動
き
が
あ
る
。
企

業
収
益
が
上
が
っ
て
お
り
、
投

資
や
消
費
の
プ
ラ
ス
循
環
に
期

待
す
る
。
金
融
政
策
の
効
果
も

出
始
め
て
い
る
」

　
―
九
州
の
強
み
と
課
題
は
何

で
し
ょ
う
。

　
「
ア
ジ
ア
に
近
く
賃
金
も
他

の
地
方
と
比
べ
て
安
い
。
モ
ノ

づ
く
り
の
新
拠
点
と
し
て
位
置

づ
け
は
大
き
い
。
自
動
車
産
業

や
半
導
体
産
業
に
お
い
て
は
先

導
的
な
役
割
だ
。
一
方
で
中
小

企
業
な
ど
ア
ジ
ア
展
開
に
実
績

が
あ
る
企
業
は
ま
だ
少
な
い
。

た
だ
、
や
る
気
が
あ
る
経
営
者

は
多
い
」

　
―

年

月
に
「
九
州
成
長

戦
略
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　
「
自
動
車
と
電
子
デ
バ
イ
ス

だ
け
の
１
本
足
打
法
で
は
だ
め

だ
。
ア
ジ
ア
展
開
を
中
心
に
基

盤
を
つ
く
る
。
そ
の
た
め
に
各

県
各
局
の
壁
を
取
り
払
っ
て
取

り
組
ん
だ
。
輸
出
産
業
だ
け
で

な
く
中
小
企
業
、
農
産
物
、
文

化
、
環
境
、
観
光
な
ど
す
べ
て

の
分
野
に
関
連
す
る
。
産
学
官

で
連
携
し
、
留
学
生
活
用
や
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
づ
く
り
な
ど
に

も
挑
む
。
オ
ー
ル
九
州
で
強
さ

に
磨
き
を
か
け
る
べ
く
、
多
く

の
取
り
組
み
を
実
践
に
移
し
て

い
る
」

　
―
他
地
域
と
の
連
携
は
ど
う

お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　
「

年
１
月
に
近
畿
経
済
産

業
局
と
連
携
し
て
、
中
国
の
大

連
市
と
瀋
陽
市
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
派
遣
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
を
行
っ
た
。
相
乗
り
す

る
こ
と
で
コ
ス
ト
面
で
も
効
率

的
だ
。
今
後
は
関
西
で
先
進
的

な
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ

Ｄ

や
電
池
分
野
な
ど
で
連
携

し
て
い
き
た
い
。
半
導
体
や
自

動
車
を
中
心
に
、
他
地
域
で
の

展
開
や
連
携
も
図
り
た
い
」

中
国
経
済
産
業
局
長
井
辺
國
夫
氏ボーダーレス化の礎

　
―
中
国
地
域
経
済
の
現
状

は
。

　
「
円
高
な
ど
の
不
透
明
感
が

あ
っ
た
が
、
地
域
基
幹
産
業
の

自
動
車
、
化
学
な
ど
が
ア
ジ
ア

を
中
心
に
し
た
海
外
需
要
に
支

え
ら
れ
て
、
明
る
さ
に
向
け
た

自
信
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。

新
し
い
産
業
分
野
な
ど
へ
の
ニ

ー
ズ
も
手
堅
く
出
て
き
て
い

る
。
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
も

実
質
的
に
安
定
し
て
い
る
。
年

度
末
に
向
け
て
、
心
理
的
に
景

気
の
回
復
が
確
実
、
と
思
う
信

頼
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
今

の
流
れ
が
定
着
す
れ
ば
、
年
度

末
は
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
み
て
い
る
」

　
―
成
長
戦
略
は
着
実
に
進
ん

で
い
ま
す
か
。

　
「

ど
真
ん
中

中
国
地
域

経
済
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２

０
２
０

に
は

成
長
を
支
え

る
も
の
づ
く
り

な
ど
４
テ
ー

マ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
取
り
上

げ
て
い
る
。
関
連
産
業
の
す
そ

野
が
広
い
太
陽
光
発
電
で
は
コ

ス
ト
、
効
率
性
な
ど
で
の
課
題

解
決
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い

る
。
地
域
産
業
に
波
及
効
果
の

大
き
い
自
動
車
も
、
中
長
期
を

見
越
し
た
自
動
車
産
業
の
あ
り

方
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
輸
出
に
向
き
合
う
こ
と
も

広
い
意
味
で
の
海
外
展
開
。
工

業
製
品
に
限
ら
ず
、
地
域
の
特

産
品
を
海
外
に
販
売
す
る
た
め

の
相
談
会
や
セ
ミ
ナ
ー
に
も
力

を
い
れ
る
な
ど
、
順
調
に
進
展

し
て
い
る
」

　
―
近
畿
や
九
州
と
の
連
携

は
。

　
「
自
動
車
や
化
学
な
ど
業
種

は
同
じ
で
も
、
中
国
も
九
州
も

そ
れ
ぞ
れ
に
得
意
分
野
を
持
っ

て
い
る
。
地
域
の
特
徴
も
含
め

て
、
い
い
形
で
連
携
す
れ
ば
、

伸
び
る
可
能
性
を
高
め
、
企
業

活
動
が
よ
り
進
む
こ
と
に
も
な

る
。
特
徴
を
生
か
し
た
連
携
は

こ
れ
か
ら
も
支
援
を
強
め
て
い

き
た
い
。
経
済
分
野
で
の
ボ
ー

ダ
ー
レ
ス
化
は
ど
ん
ど
ん
進
ん

で
い
る
。
生
産
拠
点
、
需
要
地

も
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
し
て
い

る
。
船
舶
輸
送
で
見
れ
ば
、
ひ

と
つ
の
港
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す

る
の
で
は
な
く
、
ほ
か
の
港
を

経
由
、
連
携
す
る
こ
と
で
効
果

を
大
き
く
す
る
な
ど
期
待
で
き

る
。
新
幹
線
が
九
州
ま
で
シ
ー

ム
レ
ス
に
つ
な
が
る
こ
と
は
、

い
ろ
い
ろ
な
面
で
共
有
の
可
能

性
が
で
き
、
典
型
的
な
ボ
ー
ダ

ー
レ
ス
化
を
支
え
る
礎

い
し

づ
え

に
な
る
」

　
日
銀
の
白
川
方
明
総
裁
は
先
月

日
の
政
策
委
員
会
・
金
融
政
策
決
定

会
合
後
の
会
見
で
「
景
気
は
着
実
に
前
進
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
景
気

判
断
を
前
進
さ
せ
た
の
は
昨
年
５
月
以
来
９
カ
月
ぶ
り
。
こ
こ
、
西
日
本

で
も
同
時
期

月
分
の
経
済
動
向
が
発
表
さ
れ
「
横
ば
い
」
や
「
持
ち
直

し
の
動
き
」
と
い
う
よ
い
傾
向
が
出
て
き
て
い
る
。
こ
れ
に
新
幹
線
の
大

阪
―
鹿
児
島
開
通
と
な
れ
ば
、
景
気
回
復
を
加
速
す
る
に
違
い
な
い
。
そ

こ
で
各
地
域
の
現
状
や
全
通
に
よ
っ
て
物
理
的
に
も
精
神
的
に
も
身
近
に

な
っ
た
地
域
同
士
の
連
携
な
ど
を
各
地
域
の
経
産
局
長
に
聞
い
た
。

西
日
本
各
地
の
経
済
産
業
局
長
に
聞
く
地
域
浮
揚
の
ポ
イ
ン
ト

直
通
運
転
で
心
理
的
な
距
離
短
縮
経
済
交
流
、
一
段
と
進
む

観光・広域連携が発展支える
　　 ２０１１年 平成２３年 ３月１１日 金曜日 （第２部） 　　 （ ）


